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東京労lSl局 発表

平成 26年 12月 8日

東京労働局労働基準部安全課

担 1課  長    丸山 太一

当 1産業安全専門宮 長澤 英次

電言舌 03(3512)1615

の活躍を推進する

トヾロール

東京労働局長が女性社員

建設工事現場をノ
「平成26年度 年末 0年始 Safe Work 推進強調期 F85」 の行事の一環として、安全衛

生パ ト□―ルを実施いた します。

東京労働局長 (西岸正人)は、「平成26年度 年末 。年始 Safe Work
推進強調期間」※1の

行事の一環として、女性社員の活躍を推進する大規

模工事現場に対 して安全衛生パ トロールを実施 します。

当日は東京労働局長・ 雇用均等室長のほか当局女性職員及び現場で編

成された女性工事チーム (なで しこ工事チーム)により現場の安全衛生

状況について確認いた します。

日  時  : 平成26年 12月 11日 (木)9:30～ 11:40
工事名称  : 三井住反建設 (株)東京建築支店

(仮称)晴海3丁目西地区∧20∧ 3街区計画新築工事)

工事規模  : 地上52階建、最高高さ179。95メ ートル 2棟
下請事業場  60社 900名

所 在 地  : 東京都中央区晴海3-13

※ 1「平成 26年度 年末 。年始 Safe work推 進強調期間」

何かと慌ただしく、少しの気の緩みが思わぬ災害につながりやす

い年末 。年始を捉え「Safe WorkJを キャッチフレーズとする安全

気運向上に向けた各種取組の推進を行うこととしている。

(現場案内図)都営大江戸勝どき駅∧3□ 徒歩約9分(現場完成予想図)



現場パ ト□―ル説明

東京都内における建設業の労働災害は、死亡災害については平成23年から

25年までの3年間は26名で推移しており、休業4日以上死傷災害については、

平成22年、平成23年と2年連続で1曽加していましたが、平成24年について

は、休業4日以上死傷災害1429人 (前年比〇.7%減)と辛うじて3年連続の増加

が避けられた状況にあります。

しかしながら、平成25年には1472人 (前年比3.〇%増)と増加に転じていま

す。

平成26年においては、死亡災害35人 (前年同期+11名 )(12月 8日現在)、

休業4日以上死傷災害1111人 (前年同期比 1.〇%増)(10月末現在)と死亡災害
については大幅に増加している状況にあります。

さらに、一時に多数の労働者が被災する重大災害も多<発生しています。
このような災害状況に対応するため、東京労働局では昨年4月より始まる、

「第12次東京労働局労働災害防止計画 (※ 1)」 を策定し、本年はその2年度

目 (2∩d Stage)と して各種対策を推進中であり、また、平成26年 12月 1

日から平成27年 1月 15日までを「平成26年度 年末。年始Safe Work 推

進強調期間」として「Safe Work」 をキャッチフレーズとする安全気運向
上に向けた取組の一層の推進を図ることとしております。

今回の建設現場は、女性社員・女性技能労働者の活躍を推進する取り組み
として、「なでしこ工事チーム (※ 2)」 を編成し活動しており、当局局長・雇

用均等室長・ 当局女性職員 。「なでしこ工事チーム」と含同で、安全衛生管

理状況のほか、女性が安lbして働<こ とのできる環境整備の取り組み状況に
ついて視察・指導することとしています。

※1 「第12次東京労働局労働災害防止計画」とは、労働安全衛生法第6条に基づき、厚生労働

大臣が定めた「労働災害防止計画」の推進を図るため、東京労働局として平成25年から平成

29年までの5年間に重点的に実施すべき事項を取りまとめた労働災害防止に関立う動 量
です。

※2 「なでしこ工事チーム」とは、建設業界での女性の活躍の場を増やすことを目的に、日本建
設業連合会が定めた「女性技能労働者活用のためのアクションプラン」において、現場におい

た女性が安′bして働<ことのできる環境整備の実施を目指すための女性を主体とする工事チ
ームの名称。
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別紙 1

東京労働局長 による現場パ トロールの実施について

1 日 時   平成 26年 12月 11日 (木)9時 30分から11時 40分

2 工事名   三井住友建設(株)東京建築支店

(仮称)晴海 3丁 目西地区A2・ A3街区計画新築工事

(建物名 :ド ゥ。トゥール キャナル&スパ)

3 現場所在地 東京都中央区晴海 3-13

4 東京労働局出席者  東京労働局長 雇用均等室長

5 現場パ トロールの概要

(1)事業者による工事概要 。安全衛生管理状況説明

(2)現場視察

(3)講評等

6  ガて幸長

出席報道機関等に資料を配布し、当局の労働災害防止対策等下記項目について広報を行

うこととしております。

①平成 26年度年末年始 Safe work推進強調期間

②建設業の労働災害発生状況とその対策

③なでしこ工事チームの活動事例(現場から配布)

④職長会の活動事例 (現場から配布)

連絡先

〒102-8306 千代田区九段南 1-2-1 九段第 3合同庁舎

東京労働局労働基準部 安全課

担当  長澤 英次

電言舌 03-3512-1615  ファックス 03-3512-1559

7 報道機関の方々のご来場について

(1)取材される方は、当日9時 20分までに現場事務所に直接ご来場下さい。

(2)ヘルメットは、現場で用意させていただきます。

(3)通常の服装で結構ですが、現場内は狭除な箇所もあるため多少汚れても良い服装

でお願いします。

(4)徒歩での現場内の移動がありますので、歩行しやすい靴でお願いします。

(5)現場事務所では、受付に「東京労働局長現場パ トロール取材」と話してください。

(6)ご来場について、別紙出席票をファックスをいただきたく存じます。

(7)現場に駐車場はありませんので公共交通機関をご利用ください。



別紙出席票

平成 26年 12月   日

東京労働局労働基準部

安全課 長澤 行

平成 26年 12月 11日  「東京労働局長建設現場パ トロニル」への出席について

報道機関等名称

出席者人数 人

連絡先 (電話等 )

送付先

東京労働局労働基準部

安全課  ファックス 03-3512-1559
担当  長 澤

K平成2筆L2』ユよユエだと霊鯰■駐とまでに連絡をお願いいたします。

どうぞよろしくお願いします。


